
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
丹生川診療所照明ＬＥＤ化工事 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 図　面　リ　ス　ト
 　１ 特記仕様
 　２ 電気設備工事特記仕様
 　３ 照明器具リスト
 　４ 照明配置図

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

高山市医療保険部医療政策課 
 
 



工事概要 
各課番号　　　　０８医政第５５号、０８医健第３５号 
工事名称　　　　丹生川診療所照明ＬＥＤ化工事 
 
場所　　　　　　高山市丹生川町町方88 
　　　　　　　　丹生川診療所 
 
構造、規模　　　鉄筋コンクリート2階建　529.54㎡ 
 
工事項目　　　　丹生川診療所（保健センター部分含む）照明ＬＥＤ化工事 

 
 

 
特　記　仕　様　書 

 
第１章　総則 
１．適用範囲（１） 

この特記仕様書、図面及び現場説明書（質疑応答書を含む）に記載されていない事項は、
すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の公共建築工事標準仕様書（最新版）（以下「標
仕」という）、公共建築改修工事標準仕様書（最新版）（以下「改標仕」という）による。 

 
２．適用範囲（２） 
　　設計図書間に相違がある場合の優先順位は次による。 
　　（１）質疑回答書 
　　（２）現場説明書 
　　（３）特記仕様書 
　　（４）図面 
　　（５）標準仕様書及び標準図 
 
３．質疑及び軽微な変更 
　　図面、仕様書の内容に相違がある場合、明記のない場合は全て監督員と協議し、 
　　その指示により行う。 
　　軽微なものについては、請負金額は増減しないことを原則とする。 
 
４．工事実績情報の登録 

請負金額５００万円以上の場合は、工事実績情報サービス（ＣＯＲＩＮＳ）に契約後１
０日以内に登録すること。登録に基づき「工事カルテ受領書」の写しを提出すること。 

 
５．下請負契約 
　　　本工事において、下請契約を締結する場合には、当該契約の相手方を高山市内に本店（建

設業法（昭和２４年法律第１００号）に規定する主たる営業所含む。）を有する者の中か
ら選定するよう努めること。下請け業者の選定に当たっては高山市入札参加資格停止の
処置がされていないこと。 

 
６．産業廃棄物の適正処理 
　　　請負者は、産業廃棄物が搬出される工事にあたっては、監督員の指示に従い、産業廃棄

物関連書類の提出及び確認並びに処理施設の現地確認並びに建設廃棄物処理状況の管理
を行い、産業廃棄物が最終処分に至るまで適正に処理されていることを確認しなければ
ならない。廃棄物マニュフェストＥ票の写しを提出すること。 

 
７．建設工事保険 
　　　工事にあたり建設工事保険または相当する保険に加入し、加入を証する書面の写しを工

事着手後１４日以内に提出すること。加入期間は工事着手より、完成検査引き渡しまで
の期間を満足すること。 

 
８．提出書類 

　高山市ホームページ上に示された書類とし、監督員協議によりその一部を省略すること
ができる。 

 
９．工事現場管理 
　　　工事現場の安全衛生管理、工事用電力の保全、火災防止は、関係法令に従い適切な処置

をすること。 
 
１０．工事公害 
　　工事搬入撤去による公共道路の清掃、保全、修繕は施行者に於いて行うこと。 
　　工事による汚損は直ちに修すること。尚、工事公害の解決は施行者に於いて行うこと。 

　　 
１１．規格・材料選定 
　　　設計図書にＪＩＳ（日本工業規格）などのマーク表示品と指定された材料及び機器は、

それぞれのマーク表示のあるもの又は規格証明書の添付されたものとする。 
　　設計図書に記載のある品番等は全て参考品番であり、本工事に使用する材料の採用に 
　　際しては、これらと同等のものとする。 
　　同等品の採用に際しては監督員の承諾を受けること。 
 
１２．工事着手前協議 
　（１）本工事の受注者は、契約後１～２週間以内に設計書内容等について、監督員と工事 
　　着手手前協議を行うこと。 
　（２）協議に当たっては、別に定める「施行打ち合わせ記録簿」に協議事項を記入し、打合

せに持参すること。なお、協議日の設定については、受注者側が事前に監督員と連絡をと
り設定しておくこと。 

（３）協議に当たって、発注者側は監督員及び担当係長、受注者側は現場代理人及び 
主任技術者が出席するものとする。 

　（４）協議時、「施行打ち合わせ記録簿」の回答（その他）欄は監督員が記入し、最後に 
　　確認を行い監督員・担当係長又は課長の確認印を押印し、写しを現場代理人（主任技術者）

が受け取ること。 
 
１３．実施状況の提出について 
　　　受注者は、工事施工において、自ら立案実施した創意工夫や技術に関する項目、又は地

域社会への貢献として評価できる項目として、工事完了までに所定の様式により提出する
ことができる。 

 
１４．諸官庁手続き 
　　　工事に必要な申請、届出等の諸手続き及びその費用は請負者にて行うこと。 
 
１５. 発生材の処理 
　　　引渡しを要するものは監督員の指定する場所に整理しリストを作成の上、施設管理者へ

引渡す。又、引越しを要しないものは全て場外に搬出し下記の建設廃棄物の項及び関係法
令に従い適正に処理する。 

　　処理については「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」「岐阜県建設廃棄物適正処理の三
原則」の規定を遵守し適正に処理する。　 

 
　　再生資源用計画書及び再生資源利用促進計画書 
　　　建設リサイクル法の実施に係る岐阜県指針に基づき、工事着手前に再生資源利用計画書

及び再生資源利用促進計画書を、又、工事完了後に同計画書の実施報告書を提出すること。
（建設副産物情報交換システム　コブリス・プラスを利用すること。） 

 
　　分別収集　・　しない　　・　する 
 

再資源化施設への搬出 
　工事に伴い発生する建設廃棄物のうち、次の物は再資源化施設へ搬出する。 
　・コンクリート塊、・アスファルト塊・建設発生木材・建設汚泥・石膏ボード 
　鉄骨、建具、配管、機器等の金属類については積極的に再資源化を図る。　 
 

１６．ディーゼルエンジン車両の適正燃料の使用について 
　　・ディーゼルエンジンを動力とする車両にはＪＩＳ規格の軽油を使用すること。 
　　・ディーゼルエンジンを動力とする車両の燃料検査があった場合には協力すること。  
 
１７. 電気保安技術者 
　　　・　適用する　・　適用しない 
 
１８．施行の検査等 
　　　・　行う　・行わない 
 
２０. 現地確認、建物配置 
　　　・現地にて敷地状況、既存建築物等の状況を確認する。 
　　　・建築物等の配置は、縄張りにて監督員立会いのうえ決定する。 
 
２１. ・地中埋設物の処理にあたっては、監督員・関係者の承認を受ける。 
　　　・設計図書に記載がなく、工事上必要な仮設、撤去、移設、養生等が 
　　　　発生した場合は、監督員の指示のもとに速やかに処理すること。 
 
２２. フレックス工期 
　１）　本工事はフレックス工期による契約方式の試行工事であり、受注者は契約日から工事 

開始期限日までの期間で、任意の日を工事開始日とすることができる。この場合、契約

日から工事開始日の前日までの期間は、主任技術者又は設計監理技術者、特例管理技術者、 
管理技術者補佐及び現場代理人を配置することを要しないものとする。 

２）受注者はフレックス工期を活用する場合は次のとおり実施するものとする。 
　（1）落札決定の通知後、速やかに工事開始日を通知するものとする。 
　（2）着工届は、工事開始後提出するものとする。 
　（3）受注時の「工事実績コリンズ登録」は、工事開始日後に監督員の確認を受け、工事 

開始日から、土曜日、日曜日、祝日等を除き10日以内に登録期間に登録申請しなければ 
ならない。 
なお、登録する技術者の従事期間は、実工期をもって登録するものとし、フ 
レックス期間は含まないものとする。 

（4）受注者側施工時期を選択することにより生じる経費については、受注者の負担とする。 
（5）契約日から工事開始日の前日までの現場管理は、発注者の責任において行うこととし 
　受注者は資材の搬入や仮設物の設置等の行為をしてはならない。 

 
第２章　仮設工事 
 
１.　監督員事務所 
　　・　　　　㎥程度　　・　設けない 
　　種　別　　・１号　　・２号　　・３号　　・４号　　・５号 
　　備　品　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　） 
 
２．工事用電力・用水 
　　工事用電力　　・　利用できる（　・有償　・無償　）　　・　利用できない 
　　工事用水　　　・　利用できる（　・有償　・無償　）　　・　利用できない 
 
３．足　場 
　　ローリング足場、脚立足場 
 
４．工事用進入路 
　　施設管理者と協議の上、施設利用者等の安全を最優先に計画すること。 
 
第3章 

その他 
　　施工時の注意事項 
　　本工事の照明改修にあたり施工時に施設を休業はしないので、施設利用者及び施設 
　　関係者に支障が無いように安全に施工すること。 
　　照明器具の入れ替えの日程については施設関係者及び監督員と協議し決定とする。 
　　施工にあたり本工事と関係ない部分は、損傷させないように十分注意すること。 
　　疑義や詳細等については監督員と協議にて決定とする。 
　 
入札要件 

１）本入札の対象は、Ｃ.構成内訳及び数量とし、入札にあたっては、その合計金額（税抜
き）で入札すること。 

　２）入札書には購入する物品に加え以下の費用を含むこと。 
・丹生川診療所に設置する前に設置してある照明器具撤去及び処分費用 

３）同等品で入札する場合は、文書にて機種を明記しカタログ等を添付の上、令和８年１０ 
月８日（木）１０時までに医療政策課の担当へ確認すること。回答は、令和８年１０月 
９日（金）１２時までに医療政策課担当より回答する。 

 
問合せ先 
高山市役所医療保健部医療政策課　担当　宮田 
電　話　０５７７－３５－３１７７　ＦＡＸ　０５７７－３５－３１７３ 
メール　m.miyata@city.takayama.lg.jp 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 工事名 丹生川診療所照明ＬＥＤ化工事

 図　名 特記仕様書
 縮　尺 　　－ 番　号 ３枚の内１号
 設計年月日 令和８年９月

 設　計 高山市役所医療保険部医療政策課
 高　　山　　市



Ａ.　工事概要 
１．工事名称　　丹生川診療所照明ＬＥＤ化工事 
 
２．主要用途　　診療所等 
 
３．工事種別　　高山市丹生川町町方　地内 

 
４．工事項目　　・　印の付いたものが対象工事 
 
　　工事種別　　・　高圧受変電設備 

・　電灯設備　　　　　　　　　　改修一式 
・　動力設備 
・　電気自動車用充電設備 

　　　　　　　　・　電熱設備 
　　　　　　　　・　雷保護設備 
　　　　　　　　・　電力貯蔵設備 
　　　　　　　　・　発電設備 
　　　　　　　　・　構内情報通信網設備 
　　　　　　　　・　構内交換設備 
　　　　　　　　・　情報表示設備 
　　　　　　　　・　映像・音響設備 
　　　　　　　　・　拡声設備 
　　　　　　　　・　誘導支援設備 
　　　　　　　　・　テレビ共同受信設備 

　　　　　 ・　監視カメラ設備 
　　　　 　・　駐車場管制設備 
　　　　 　・　防犯・入退出管理設備 
　　　　　 ・　火災報知設備 
　　　　　 ・　中央監視制御設備 

　　　　　　　　・　構内配電機器 
　　　　　　　　・　構内通信線路 
　　　　　　　　・　テレビ電波調査 
 
５．下請契約    本工事において、下請け契約を締結する場合には、「高山市公契約条例」 
　　　　　　　　（平成30年4月1日施行）に基づき、当該契約の相手方を高山市内に 
　　　　　　　　本店（建築業法（昭和24年法律第100号）に規定する主たる営業所含む。） 
　　　　　　　　を有する者の中から選定するよう努めること。下請け業者の選定に当た 

っては高山市入札参加資格停止の処分がなされていないこと。 
 

１０.工　期　　 工期については、着工前に監督員と協議し実施工程を協議すること。 
 
１１.工事着手前　１）本工事の受注者は、契約後１～２週間以内に設計書内容等について、 

協議　　監督員と工事着手前協議を行うこと。 
     
　　　　　　　　 ２）協議にあたっては、別に定める「施行打ち合わせ記録簿」に協議 

事項を記入し、打合せに持参すること。なお、協議日の設定について 
は受注者側が事前に監督員と連絡をとり設定しておくこと。 

　　　　３）協議に当たって、発注者側は監督員及び係長又は課長、受注者側は 
　　　　　　　　　 現場代理人及び主任技術者が出席するものとする。 
 
　　　　　　　　 ４）協議時、「施工打ち合わせ記録簿」の回答（その他）欄は監督員が 

記入し、最後に確認を行い監督員・係長又は課長の確認印を押印し 
写しを現場代理人（主任技術者）が受けること。 

 
　　　　　　　　 ５）施設を使用しながら施工を行うため、施設管理者と工事日程の調整 
　　　　　　　　　 を綿密に行うこと。 
Ｂ.工事仕様書 
１．一般仕様書　　 
１）新設工事共通仕様書 

　（１）特記仕様、図面及び現場説明書（現場説明に対する質問回答書を含む）に記載さ 
れていない事項は、全て国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の公共建築工事標準仕 
様書（電気設備工事編）（令和７年版）及び公共建築設備工事標準図（電気設備工 
 

事編）（令和７年版）による。 
　（２）機械設備工事及び建築工事を本工事に含む場合、機械設備工事はそれぞれの工事 

の仕様書を適用する。 
２）改修工事共通仕様書 
（１）特記仕様、図面及び現場説明（現場説明に対する質問回答書を含む）に記載され 

ていない事項は、すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の公共建築改修工事標準 
仕様書（電気設備工事編）（令和７年版）及び公共建築設備工事標準図（電気設備 
工事編）（令和７年版）による。 

　（２）機械設備工事及び建築工事を本工事に含む場合、機械設備工事及び建築工事はそ 
れぞれの工事の仕様書を適用する。 

　３）設計図書間に相違がある場合の優先順位は、次の（１）～（５）の順番とおりとする。 
　（１）質問回答書 
（２）現場説明書 
（３）特記仕様書 
（４）図面 
（５）標準仕様書及び標準図 
 

２．特記仕様 
１）項目は、番号に〇印の付いたものを適用する。 
２）特記事項のうち選択する事項は、・印の付いたものを適用する。 
３）南海トラフ地震防災対策推進地域における工事にあっては、南海トラフ地震に関連 
する情報（随時）が気象庁から出された場合には、工事中の措置をとるものとし、こ 
れに伴う必要な補強・落下防止等の保全処置を講じなければならない。 
上記事実が発生した場合は、契約書第26条（臨時の措置）の規定による。 

 
一般共通事項 
　①書類の書式棟　 

本工事の施工に関して提出する書類は、発注者が受注者に提示する「工事の施工にか 
かる提出書類について（依頼）」に基づき作成する。 

②工事実績情報の登録 
　工事請負金額500万円以上（消費税込み）の工事について、工事実績情報を登録する 
ものとする。（登録先・（財）日本建設情報総合総合センター）総合試運転を行う上で、 
関連工事を含めた各工事が工期のおおむね10日前までに支障のない状況まで完了して 
いること。 

  ③概成工期 
　　総合試運転を行う上で、関連工事を含めた各工事が工期のおおむね10日前までに支 

障のない状況まで完了していること。 
　④電気保安技術者 
　　　・　配置する　　・　配置しない 
　⑤事故報告 
　　工事施工中に事故が発生した場合には、直ちに監督員に通知するとともに、事故発生 

報告書を監督員に速やかに提出すること。 
　⑥機材等 
　　１）本工事に使用する設備機材等は、設計図書に定める品質及び性能を有する新品と 

する。ただし、仮設工事材料、リサイクル製品及び特に指定したものは新品でな 
くともよい。また、これらの設備機材等は、監督員の確認を受ける。 

　　２）主要材料については、契約後、速やかに主要機材の制作所名等一覧表を提出し、 
監督員の確認を受ける。 

　　３）設計図書に記載してあるもの及び監督員の指示する材料、仕上げの程度、色合い 
等は、あらかじめ見本を提出して確認を受ける。 

　⑦機材の品質・性能証明 
　　使用する機材が国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の「建築材料・設備機材等品質性能 
　　評価事業設備機材等評価名簿」による場合は、評価書の写しをもって、標準仕様書第1 
　　編第1章第4節1.4.2（ｂ）の品質及び性能を有することの証明となる資料の提出を 

省略することができる。ただし、標準仕様書に規定される製作図、試験成績書等は除く。 
 
⑧材料搬入報告書の作成対象は機器類のみとして、配管及び配線資材については報告 
書の作成を省略する。ただし、当該資材の使用に際しては、設計仕様への適合につ 
いて事前に監督員の確認を受けることとする。 

　　⑨機器姿図 
　　　姿図の形状及び寸法は概略を示す。 

⑩産業廃棄物の適正処理 
 

　　　産業廃棄物が搬出される工事にあたっては、監督員の指示に従い、産業廃棄物関連 
　　　書類の提出及び確認並びに処理施設の現地確認並びに建設廃棄物処理状況の管理 

を行い、産業廃棄物が最終処分に至るまで適正に処理されていることを確認する。 
⑪再生資源利用計画書及び再生資源利用促進計画書の提出 
　建設リサイクル法の実施に係る岐阜県指針に基づき、工事着手時に再生資源利用計 
画書及び再生資源利用促進計画書を、また、工事完了時に同計画書の実施報告書を 
監督員に提出するものとする。（コブリス・プラス） 

　　⑫騒音・振動の防止 
　　　本工事においては、「低騒音型・低振動型建設機械の指定に関する規定」（平成9年 
　　　7月31日建設省告示第1536号、最終改正平成13年4月9日国土交通省告示第487 
　　　号）に基づき指定された低騒音型・低振動型建設機械を使用する。ただし、これに 

より難い場合は、監督員と協議するものとする。 
　　⑬排出ガス対策 
　　　本工事においては、「排出ガス対策型建設機械指定要領」に基づき指定された排出 

ガス対策型建設機械を使用する。ただし、これにより難い場合は、監督員と協議 
するものとする。 

　　⑭電気工事士 
　　　・　自家用電気工作物出の作業は、第一種電気工事士により施工を行うこと。 
　　　・　一般用電気工作物での作業は、第二種電気工事士により施工を行うこと。 
　　⑮工事写真 
　　　本工事においては、「営繕工事写真撮影要領（令和5年改訂）及び「デジタル工事 
　　　写真の小黒板情報電子化について」による他、監督員の指示により撮影し提出する。 

⑯監督職員事務所 
　・　設けない　　・　設ける（　　号）　　・　既設建物を使用 
⑰工事用電力・水その他 
　すべて受注者の負担とする。 
　但し、設置条件は、構内につくることが（　・　できる　　・　できない　） 
⑱工事用仮設物 
　すべて受注者の負担とする。 
　但し、設置条件は、構内につくることができる（　・　できる　・　できない　） 
⑲足場・桟橋類 
　・　別契約の関係受注者の定置する足場、桟橋の類は、無償で使用できる。 
　・　本工事で設置する。　（ローリング足場、脚立足場） 
⑳施工計画書 
　・　総合施工計画書　工事の総合的な計画をまとめた総合施工計画書を工事の着手 

に先立ち作成し、監督員に提出する。 
　　　・　工種別施工計画書　次の工程について作成し、監督員に提出する。 
　　　　　・　受変電設備　　・　発電設備　　・　電力貯蔵設備　・　照明設備 
　　○21施工図等の著作権にかかる使用権は、発注者に移譲するものとする。 
　　○22軽微な変更等 
　　　　現場の納まり、取合いなどの関係による協議の中で、設計図書によることが困難 

または、不都合な場合の軽微な変更は、監督員の指示による。この場合、請負金 
の変更は行わない。 

　　○23その他 
　　　１）本工事において下請け契約を締結する場合には、当該規約の相手方を岐阜県 

内に本店（建設業法（昭和24年法律第100号）に規定する主たる営業所含む。） 
を有する者の中から選定するよう努めること。 

２）本工事において、工事材料に係る納入契約を締結する場合には、当該契約の 
相手方は岐阜県内に本店を有する者の中から選定するよう努めるとともに、調達 
する工事材料は岐阜県産とするよう努めること。 

　　　３）ディーゼルエンジン車両の適正燃料の使用について 
　　　　（１）ディーゼルエンジンを動力とする車両には、JIS規格の軽油を使用すること。 
　　　 （２）ディーゼルエンジンを動力とする車両の燃料検査があった場合には、協力 

すること。 
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Ｃ.構成内訳及び数量 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 名　称 仕　様 数量 適要
 １階　照明器具取替工事

 メーカー　パナソニック

 XFX450VENLE9 iD5200埋込W300 27 記号Ａ

 XDL453VGNLE9 iD非常灯40形5200埋込W300 3 記号Ｂ

 XFX450DENLE9 iD5200D直付W230 17 記号Ｃ

 XFX420AENLE9 iD2500D直付W150 3 記号Ｄ

 XL673PFVKLA9 LED□500直付乳白パネル １ 記号Ｅ

 NNFW21800KLE9 LED20W形ウォール防雨防湿 4 　記号Ｆ

 OB 255 165R LED20W形引き紐付き手元灯 １ 記号Ｈ

 XND1057WNKLE9 DL100形ф125拡散50K 14 　記号Ｉ

 NEL4200PNLE9 LB40形25001m引き紐付き １ 記号Ｊ

 NNLK41509J iD40形直付ベース 1 記号J付属

 LGB51633LE1 ﾀﾞｳﾝｼｰﾘﾝｸﾞ 100形拡散 4 記号Ｋ

 XL574PFVKLA9 LED□450埋込 6 記号Ｌ

 LGWC47020CE1 ｴｸｽﾃﾘｱｽﾎﾟｯﾄ　ｾﾝｻ付外灯 1 記号Ｍ

 XL373LWVLA9 LED□450埋込 4   記号Ｎ

 NNCF55130JLE1 非常階段灯ｶﾞﾗｽﾊﾟﾈﾙ 　1 記号Ｏ

 LGB81565LE1 ﾌﾞﾗｹｯﾄ 60形電球色 7 　記号Ｐ

 XND1067SNKLE9 DL100形ф150拡散50K 2 記号Ｑ

 XNG1061WNKLE9 非常灯DL100形ф150拡散50 　1 記号Ｒ

 XFX420WENLE9 iD2500ウォール 　1 　記号Ｓ

 XFX459VENLE9 iD5200埋込W300RE 　9 　記号Ｔ

 AH56117 和風ｼｰﾘﾝｸﾞ□800 　4 　検診Ｕ

 LGC32120 ｼｰﾘﾝｸﾞﾗｲﾄ 8畳用調色 　1 　記号Ⅴ

 XNW1563WNLE9 軒下DL150形ф150拡散50 　6 記号Ｗ

 XFX200NENLE9 LED20W8301m 　2 　記号Ｘ

 LDA7L-D-G/S/Z6/F E26LED電球 　3 　検診Ｙ

 NNFB91605C LED非常灯低天ф100 24 　記号非

 既設照明撤去工事費 140 　

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　　 
 
 
 
 
 
 
 

 名　称 仕　様 数量 適要
 2階　照明器具取替工事

 メーカー　パナソニック

 XFX450VENLE9 iD5200埋込W300 6 記号Ａ

 XDL453VGNLE9 iD非常灯40形5200埋込W300 　 2 記号Ｂ

 XL373LWVLA9 LED□450埋込 　 2 　記号Ｎ

 NNFB91605C LED非常灯低天ф100 　 1 記号非

 既設照明撤去工事費 11 　

 
 
　 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 名　称 仕　様 数量 適要
 吹抜　照明器具取替工事 （非常灯）

 メーカー　パナソニック

 NNFB93605C LED非常灯中天ф100 　1 記号非

 移動式足場　くさび緊結式 Ｈ＝4.5m 　1 （設置、撤去、損料）

 仮設材運搬費 　1 ４ｔクレーン付き

 現場養生費 　1 シート・敷コンパネ

 既設照明撤去工事費 　1
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照明器具リスト1
A 27+6＝33台 B 3+2＝5台 C 17+0＝17台 D 3+0＝3台 E 1+0＝1台

F 4+0＝4台 G G付属 H 1+0＝1台 I 14+0＝15台

J 1+0＝1台 J付属 1+0＝1台 K 4+0＝4台 L 6+0＝6台 M 1+0＝1台

各室 事務室･ひだ在宅 ホール･待合･廊下･展示 記録･書庫･検査室･倉庫 待合･研修室

ﾄｲﾚ･湯沸室 湯沸室壁 ﾄｲﾚ･検査室前室

問診前廊下 暗室･操作室･多目女子トイレ エントランス 外灯



照明器具リスト2
N 4+2＝6台 O 1+0＝1台 P 7+0＝7台 Q 2+0＝2台 R 1+0＝1台

S 1+0＝1台 T 9+0＝9台 U 4+0＝4台 V 1+0＝1台 W 6+0＝6台

X 2+0＝2台 Y 3+0＝3台 非 24+1＝25台 非 0+1＝1

待合ﾎｰﾙ･廊下・2階渡り廊下 階段 吹抜け 風除室 風除室・階段ホール

診察室壁 事務室 検診ﾎｰﾙ1.2 問診室 玄関ホール

検診ﾎｰﾙ2(床の間) 階段既存ﾍﾟﾝﾀﾞﾝﾄ 各所 吹抜け


